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タ
イ
仏
教
の
変
遷
と

タ
ン
マ
ガ
ー
イ
寺
院
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
瞑
想
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
て

遠
　
藤
　
了
　
義

　
タ
イ
王
国
は
仏
教
の
国
、
一
三
世
紀
の
ス
コ
ー
タ
イ
王
国
発
祥
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
仏
教
が
篤
く
信
仰
さ
れ
、
国
の
根
幹
を
成
し
て

き
た
。
国
土
は
日
本
の
一
・
五
倍
、
寺
院
は
三
万
ヶ
所
、
六
三
〇
〇
万
人
の
人
口
の
内
、
三
〇
万
人
の
僧
侶
が
お
り
国
民
の
九
五
％
が
仏

教
徒
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
現
在
で
は
、
タ
イ
北
部
（
チ
ェ
ン
マ
イ
方
面
）
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
増
加
、
南
部
（
ブ
ー
ケ
ッ
ト
方
面
）
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の

増
加
で
仏
教
徒
は
国
民
の
七
五
％
。
三
〇
万
人
い
た
僧
侶
も
二
〇
万
人
と
減
少
し
た
。
一
生
に
一
度
は
出
家
す
る
風
習
も
必
ず
し
も
そ
う

で
は
無
く
な
り
寺
院
住
職
の
老
齢
化
や
説
法
も
出
来
ず
。
経
済
成
長
に
と
も
な
い
国
民
の
目
が
寺
院
や
僧
侶
に
魅
力
を
感
じ
な
く
な
っ
て

き
た
。

　
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
信
仰
心
は
厚
く
女
性
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
に
高
僧
の
像
や
写
真
を
入
れ
車
に
も
お
守
り
と
し
て
寺
院
や
高
僧
の
像
を
運
転

席
に
飾
っ
て
い
る
。

　
タ
イ
国
仏
教
（
上
座
部
・
小
乗
仏
教
）
も
戒
律
を
守
り
自
己
の
修
行
を
す
る
だ
け
で
は
国
民
の
信
仰
も
薄
れ
つ
つ
あ
る
。

　
筆
者
は
平
成
一
七
年
に
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
郊
外
の
タ
ン
マ
ガ
ー
イ
寺
院
を
初
め
て
訪
れ
た
が
、
そ
の
折
に
は
、
日
蓮
宗
の
僧
侶
で
は
、

あ
な
た
が
初
め
て
で
あ
る
と
云
わ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
二
一
年
頃
よ
り
、
高
橋
尭
英
先
生
、
三
友
健
容
先
生
や
卒
業
生
数
人
が
立
正
大
学
よ
り
短
期
出
家
（
三
週
間
ほ
ど
）
を
、
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こ
の
寺
院
で
し
て
い
る
。

　
私
が
訪
れ
た
頃
は
、
一
〇
〇
万
坪
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
境
内
（
一
〇
万
坪
は
四
〇
年
前
の
設
立
の
折
、
篤
信
者
よ
り
寄
付
を
受
け
て

い
る
）
に
三
〇
万
人
は
い
る
ド
ー
ム
を
持
ち
一
〇
〇
万
人
入
る
ド
ー
ム
を
建
設
中
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
完
成
間
近
に
あ
る
。

　
本
年
二
月
ま
で
、
三
回
ほ
ど
瞑
想
の
指
導
を
受
け
た
が
、
現
在
こ
の
寺
院
に
は
僧
侶
一
、
〇
〇
〇
人
（
内
二
〇
〇
は
沙
弥
）
ス
タ
ッ
フ

一
、
〇
〇
〇
人
居
る
と
い
う
。

　
こ
の
寺
院
の
Ｎ
Ｏ
２
の
地
位
に
あ
る
タ
ー
ナ
ヴ
ィ
ッ
ト
比
丘
（
東
大
大
学
院
卆
）
は
、
平
成
二
二
年
お
逢
い
し
た
折
、
イ
ス
ラ
ム
教
の

脅
威
を
語
っ
て
い
た
。

　
釈
尊
は
瞑
想
に
よ
り
悟
り
を
開
か
れ
た
の
だ
。
国
や
宗
派
を
越
え
て
仏
教
徒
と
し
て
共
生
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
語
る
。

　
国
際
部
翻
訳
課
の
ソ
ム
キ
ャ
ッ
ト
比
丘
（
東
大
卆
）
は
、
平
成
二
二
年
六
月
一
八
日
、
立
正
大
学
で
仏
教
学
部
学
生
に
講
演
を
行
っ
た

が
、
そ
の
折
、
学
生
よ
り
寺
院
や
僧
侶
に
魅
力
を
感
じ
ら
れ
な
い
か
ら
人
が
集
ま
ら
な
い
等
々
の
質
問
が
あ
っ
た
が
、
タ
イ
も
そ
う
な
り

つ
つ
あ
り
、
自
己
の
修
行
の
み
と
、
人
の
来
る
の
を
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
仏
教
は
滅
び
て
い
く
。
社
会
活
動
を
し
説
法
を
し
な
け
れ
ば

ダ
メ
で
あ
る
と
云
う
。

　
問
題
は
、
そ
の
人
の
心
に
あ
る
。
布
施
す
る
心
を
何
に
使
う
か
に
よ
っ
て
布
施
を
し
て
く
れ
る
。
瞑
想
、
説
法
、
布
施
が
役
に
立
つ
、

布
施
す
る
事
で
力
を
も
ら
え
る
の
で
あ
る
と
語
っ
た
。

　
日
本
も
、
全
体
的
、
総
括
的
に
は
仏
教
国
と
呼
べ
る
が
、
そ
の
教
え
が
生
活
に
反
映
す
る
状
況
は
、
こ
の
半
世
紀
で
す
っ
か
り
姿
を
消

し
て
し
ま
っ
た
。

　
仏
教
の
教
え
で
は
、
幸
せ
に
な
る
為
に
は
、
あ
る
程
度
の
財
産
な
ど
も
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
以
下
の
三
要
因
が
欠
か
せ
な
い
。

①
布
施
、
こ
の
布
施
の
目
的
は
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、
譲
り
合
う
こ
と
に
あ
る
。

②
持
戒
、
戒
律
を
守
る
目
的
は
、
自
分
と
他
人
を
傷
つ
け
な
い
こ
と
に
あ
る
。
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③
瞑
想
、
こ
の
目
的
は
、
心
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
、
心
が
安
定
す
れ
ば
自
然
的
に
清
ら
か
に
な
る
。

　
毎
日
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
汚
れ
を
落
し
て
体
を
清
潔
に
す
る
よ
う
に
、
こ
の
三
つ
を
修
習
し
て
、
心
の
洗
濯
を
し
、
心
の
平
安
を
も
た
ら

し
、
同
時
に
社
会
の
平
和
を
も
た
ら
す
。
仏
教
徒
に
限
ら
ず
全
人
類
に
共
通
す
る
善
遍
的
な
も
の
で
あ
る
。
立
ち
振
る
舞
い
に
於
て
常
に

功
徳
と
波
羅
蜜
を
心
掛
け
瞑
想
し
て
法
身
に
至
る
こ
と
で
あ
る
…
…
と
云
う
。

※ 

少
し
古
い
が
、
二
〇
〇
六
年
（
株
）東
信
堂
出
版
、
矢
野
秀
武
（
当
時
、
東
大
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
特
任
研
究
員
）
著
の
「
現

代
タ
イ
に
お
け
る
仏
教
運
動
」
│
タ
ン
マ
ガ
ー
イ
式
瞑
想
と
タ
イ
社
会
の
変
容
│
（
五
六
〇
〇
円
）
は
大
変
詳
し
く
参
考
と
な
る
。

1km

1km

ユーホーのような形、
広場の真中にある。

この回りとドームに100万人すわれる

法を表している

仏─釈尊の金色像30万体で出来ている
　　ドームの中には70万体保存してある。

僧─この部分に僧が３万人
　　すわる事が出来る。
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